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会  告 

 

役員候補公募の会告 

 

一般社団法人 日本リモートセンシング学会 

会 長 松永 恒雄 

 

 (一社)日本リモートセンシング学会は定款（本会学会誌 Vol.45, No.3(2025)の「会告」，または学会ホームペ

ージ《学会定款》ページに掲載）に従って制定された「役員等人事に関する内規」，「役員候補選考に関する細

則」及び「役員候補選考に関する内規」（本誌別ページまたは学会ホームページ《役員公募》を参照）に従い，

令和 7 年度選出の役員候補者を下記の要領で公募します。 

 立候補を検討される際の参考資料として，令和 7 年度の役員構成及び令和 8 年度の留任予定者の一覧を別紙に

示します。 

 

1. 役員の種類及び予定改選定員数 

  1. 理事   2. 監事 （理事：10 名，監事：１名） 

2. 役員任期 

  2 年 

3. 役員の立候補の資格 

  理事：(a)定款に定める正会員（個人）である者 

      (b)内規に定める本学会での会員履歴，又はリモートセンシングに関する活動履歴を有する者 

  監事：上記の(a)，(b)に加え，(c) 役員経験者である者 

4. 役員立候補の方法及び期日 

自薦又は他薦による。別添の「役員立候補届出書」に該当事項を記入し，令和 8 年 1 月 9 日(金)までに学会

事務局に郵送（書留又は配達記録郵便）すること。（当日消印有効） 

後日，事務局より本人に受理した日付入りの受領証を郵送する。 

5. 役員候補の選考（②，③は改選数を越えた場合に限る） 

令和 7 年 12 月末に役員候補選考委員会を設置し，以下の手続きにより行う。 

① 令和 8 年 2 月中旬：届け出のあった立候補者の資格審査・意思確認を行い，理事及び監事について立候

補者を確定する。 

② 令和 8 年 2 月末：正会員(個人)に対し，確定した立候補者名を記載した投票用紙及び各立候補者の経歴

等を送付し，郵送による投票を求める(投票期間 3 週間程度)。 

③ 令和 8 年 4 月中旬：投票結果をとりまとめ，理事会に提出し承認を得る。その後，改選予定数までの理

事候補者及び監事候補者を決定する。 

6. 選任 

5.によって選考された結果を総会に提案し，議決を経て新年度役員（理事及び監事）が選任される。 

 

備考：本会告には，立候補の検討に最小限必要と思われる事項のみを記載した。立候補に当たっては， 

定款と共に関連する「細則」，「内規」（学会ホームページ《役員公募》を参照）を確認されたい。 
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一般社団法人 日本リモートセンシング学会 

令和 7 年度の役員構成及び令和 8 年度の留任予定者 

 

種類 氏名 所属  （留任／満了） 

理事 松永 恒雄 （国研）国立環境研究所 会長 満了 

理事 木村 篤史 （株）パスコ 副会長、実利用委員会 留任 

理事 沖 一雄 東京大学 副会長、表彰委員会 留任 

理事 樋口 理子 （一財）ﾘﾓｰﾄ・ｾﾝｼﾝｸﾞ技術ｾﾝﾀｰ 総務委員会 満了 

理事 出口 知敬 （株）アークエッジ・スペース 総務委員会 留任 

理事 中谷 幸廣 （国研）防災科学技術研究所 財務委員会 満了 

理事 宇野女 草太 中日本航空（株） 財務委員会 留任 

理事 米 康充 島根大学 編集委員会 留任 

理事 武田 知己 （一財）宇宙ｼｽﾃﾑ開発利用推進機構 編集委員会 満了 

理事 小林 祥子 玉川大学 学術委員会 留任 

理事 神山  徹 （国研）産業技術総合研究所 表彰委員会 満了 

理事 桑原 祐史 茨城大学 受託委員会 留任 

理事 大吉 慶 （国研）宇宙航空研究開発機構 企画委員会 留任 

理事 石原 光則 
（国研）農業・食品産業技術総合研

究機構 
研究委員会 留任 

理事 小林 秀樹 （国研）海洋研究開発機構 国際委員会 満了 

理事 今岡 啓治 山口大学 広報委員会および支部担当 満了 

理事 野中 崇志 日本大学 対外協力委員会 満了 

理事 大石 優 
（国研）農業・食品産業技術総合研

究機構 
事務局長 満了 

監事 今井 靖晃 国際航業（株）  留任 

監事 村松 加奈子 奈良女子大学  満了 

 

 

 

備考： 

1)留任は令和 7 年度総会において承認された役員であり，定款の定めに従い令和 8 年度は留任して 2 年目を務め

る。 

2）満了は令和 8 年度総会当日をもって，2 年間の役員任期が満了する役員である。 
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一般社団法人 日本リモートセンシング学会役員立候補届出書 

 

 

 

① 届出書の提出日：    令和○○年○○月○○日 

 

②立候補者の氏名：    ○○ ○○ 

 

③立候補する役員の種類：   1. 理事   2. 監事 

  

④推薦者の氏名（自薦の場合は立候補者自身の氏名を記入する。また推薦者が複数の場合，本欄には代表者名及び

推薦者の数を記入し，推薦者のリストを別紙として添付すること）。 

 

⑤立候補者を推薦する理由（200 字以内で記述する。または本欄に「別紙」と明記のうえ，別紙を添付してもよい）。 

 

⑥推薦者の連絡先（原則 勤務先）： 

 

 

 

 立候補者調書欄 

 

⑦氏  名：            ⑧生年月日 

⑨最終学歴： 

⑩現  職（立候補届出締切日現在）： 

⑪連絡先： 

   住所：〒 

   電話： 

   ファクス： 

   E-mail： 

⑫本会における会員履歴（正会員として本会に入会した年）： 

⑬他の学会等におけるリモートセンシングに関する活動歴，またはリモートセンシングを業務とする組織の責任あ

る役職歴 

    ： 

 

⑭本会における役員経験の有無（有の場合は，就任した役員の種類及び期間） 

    ： 

⑮本学会の委員会等における活動履歴 

 

 

 

以上，調書内容には間違いありません。 
                          氏名（自筆）           印 
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（記入上の注意） 

1）他薦の場合①〜⑥の項目は推薦者が，⑦〜⑮の項目は被推薦者（立候補者）が記入する。また自薦の場合は全

ての項目を本人が記入する。 

2）⑫〜⑮の各項目は，役員候補選考委員会による資格審査のみに用いる。資格審査を経て確定した全ての立候補

者についての⑦〜⑩，及び，④〜⑤を記載した候補者リストを作成し，有権者が投票する際の参考データとし

て投票用紙と共に有権者に送付する。 

（注）「役員立候補届出書」の電子ファイル希望者は，学会事務局に請求すること。 

3）「役員」とは理事（会長を含む），監事のことである。 

 
 


